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第第３３学学年年「「理理科科」」学学習習指指導導案案 授業者 草野 健 
２月１４日（金）３階 D 室 １０：００～１０：４０ （話し合い １１：００～１１：４５） 

 

１ 単元名 「音」 

 

２ 単元について 

 子どもたちは日常生活の中で音の性質を利用した様々な物を目にしている。音の大小の違いや

高低の違いなどについて体感しており、音の性質を学習や生活の中で利用している。しかし、音

を日常生活で可視化してみることはあまりなく、視覚的に実感しにくいという側面があると考え

られる。 

本単元では、まず音についての経験や考えを出し合うことで、仲間が音について考えているこ

とを知り共有する。この活動から音について学習する見通しを持たせたい。そして、紙で笛を作

成しながら音が出ている物に触らせたり、音が出ている時と出ていない時の様子を観察したりす

ることで、音を出す物は振動していることをとらえさせたい。次に生活の中で使われている音を

出す物に目を向けさせたい。楽器、オルゴール、スピーカー、声、などがあると思われる。さら

に、騒音計で音の大きさを数値で表し、視覚化したい。この活動の中での子どもたちの発見か

ら、音の大きさと振動の様子の関係について、とらえられるようにしたい。 

 

３ 学習指導計画（全６時間 本時２／６） 

第１次 音を出してみよう ２時間 

第２次 音に触ろう、音を見よう ２時間 

第３次 音が大きい時と音が小さい時 ２時間 

 

４ 本時について 

（1） 本時のねらい 

  音について学習する見通しを持ちながら紙笛の様子を観察し、学習感想が書ける。 

（２）予想される本時の展開 

主な学習活動と予想される子どもの姿 留意点 

１「音が出ているもの」について考えたことを

ふり返ってみる。 

 

２ 紙笛を作って音を出してみる。 

 

 

３ 学習感想を書く。 

〇実際に紙笛を使って音を出す様子を見せてか

ら、音について想起させるようにしたい。 

 

〇紙を使って笛を作って、音が出ている様子と

出ていない様子を観察させたい。 

 

〇いつものように終了５分前を目安に振り返り

の時間としたい。 

 

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

・単元の初めに経験や考えを出し合い、経験や考えを共有して学習の見通しを持つことについ

て。 

第第３３学学年年「「音音楽楽」」学学習習指指導導案案  授業者 下田 愛佳里 

２月１４日（金） ４階アッセンブリ  １０：００～１０：４０ （話し合い１１：００～１１：４５） 

 

１ 題材名 音を楽しむ 

 

２ 題材について 

 １年生から３年生が授業で使用している教室では、カーペットの上に座って活動を行っており、歌に

合わせて身体を少し動かしたり、友だちの顔を見ながら楽しそうに歌っている様子がとても印象的であ

る。特に、本時を行う３年生の毎時間の最初に行うリクエスト（歌集の中から自分が歌ったことのある

曲の中で１曲選び、選んだ理由を紹介し、クラスみんなで歌う）の時間では、リクエストの理由もよく

聞いており、「前もその曲リクエストしていたよね！」「前に違う子がリクエストしていて、いい曲だ

なぁと思って家でも歌うようになりました。」などど、その理由を自分たちなりに受け止めている様子

も見られる。低学年では授業の中で、リズムあそびやわらべうたあそびを常時活動として行っている。

わらべうたあそびでは、活動している中で、グループでの困りごとをクラス全体で話し合い、みんなの

アイディアでやり方を考えてみたり、少し変えてみたりしながら自分たちのわらべうたあそびを行って

いる姿も見られている。また、そこには３クラスとも違う方法やアイディアが出されており、子どもた

ちは、すでにあるものをあるままで行うのではなく、自分たちらしさが垣間見える。 

本題材の前には、音さがしのたびに出かけ、まずは私たちの周りの音と向き合った。そして、子ども

たちの身近なものを使って、音作りに挑戦した。そこでは、「これが音楽なの？」などの声もあった

が、行ううちに「こんな音も見つけたよ」「一緒に音を出してみたらどうなるかな？」などとても楽し

そうに活動に取り組んでいる姿が見られる。低学年のうちにいろんなものと出会うことによって、既存

の楽器や音楽だけでなく、自分で作りだす楽しさを感じることによって、子どもたちの中の音楽という

ものに少し広がりが出ることを期待している。 

 

３ 学習指導計画（５時間目／全９時間） 

※本活動は常時活動に加え、特設設定を行っている。１時間あたり２０分とする。 

第１次 音さがしのたびへ出よう ２時間 

第２次 水の音ってどんな音？  １時間 

第３次 身近なもので音を作ってみよう  …本時２／４時間 

第４次 音を重ねてみよう  ２時間 

 

４ 本時の学習について 

 (１））本時のねらい 

 ・音と向き合う  ・身近なものから出る音を楽しむ。 

（２）予想される本時の展開  

主な学習活動と子どもの姿 留意点 

１．みんなで歌う リコーダー 

 

２、前時の授業の振り返り、共有 

 

３．音を楽しむ 発見する  

 

４．みんなで聴きあう 

・自分の声と友達の声の重なりを味わう 

・自分の息を意識する 

・子どもたちの言葉で振り返る 

・友だちの気づきや発見に耳を傾ける 

・音と向き合う 

・音を楽しむ 

・自分の困りごとを共有し、自分ごととしてみんなで考

える 

  

□授業後の話し合いで話題にしたいこと 

 音楽を楽しめる授業づくりとは？ 

 実際に子どもたちと同じものを使って音作りと参会者の先生方と共にやってみたい 
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